
第4回　金沢市の生物多様性についてのアンケート

【アンケート実施期間】 平成27年8月10日～平成27年8月23日

【アンケートの目的】 金沢市の自然や生物多様性に対する思いや考え方などをおたずねし、今後の本市の生物多様性保全を推進するための

　　　　 基本計画となる、「金沢市生物多様性地域戦略」の策定の参考とさせていただくものです。

　　　　

　　　　

【対象者数】 251名

人数 %

1 0.4

22 8.8

55 21.9

70 27.9

37 14.7

44 17.5

22 8.8

251 100.0

【回答者数】 206 名

人数 %

0 0.0

15 7.3

39 18.9

56 27.2

35 17.0

40 19.4

21 10.2

206 100.0

【回答率】 82.1%
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問１　あなたは野鳥や植物など身近な生きものや自然についてどの程度関心がありますか。

人数 %

30 14.6

122 59.2

49 23.8

4 1.9

205 99.5

問２　金沢市は、多くの生きものが暮らし、豊かな自然が残るまちだと思いますか。

人数 %

27 13.1

128 62.1

48 23.3

2 1.0

205 99.5

問３　金沢市の自然環境は10年前と比較してどう変化したと感じますか。

人数 %

3 1.5

27 13.1

63 30.6

60 29.1

51 24.8

204 99.0

回答

大いに思う

思う

合計

合計

あまり思わない

まったく思わない

回答

非常に関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

回答

とても良くなった

良くなった

変わらない

悪くなった

わからない

合計

14.6 

59.2 

23.8 

1.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

非常に関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

13.1 

62.1 

23.3 

1.0 
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大いに思う

思う

あまり思わない

まったく思わない

1.5 

13.1 

30.6 

29.1 

24.8 
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とても良くなった

良くなった

変わらない

悪くなった

わからない



問４　問３で「悪くなった」と答えられた方におたずねします。

　　　金沢市の自然環境が悪くなったと思われたのは主にどのような理由ですか。

人数 %

33 36.7

32 35.6

8 8.9

14 15.6

3 3.3

90 100.0

その他のご回答

・蛍をあまりみかけなくなった ・砂浜の消失 ・市街化

問５　金沢市の自然の中で特に保全すべきだと思う場所はどこですか。３つまでお選びください。

人数 %

48 23.3

119 57.8

113 54.9

66 32.0

149 72.3

20 9.7

49 23.8

2 1.0

その他のご回答

・山間地（荒廃が散見）

・特にない

その他

里山（台地、丘陵など）

市街地（街路樹、公園の緑地など）

奥山（国見山や吉次山など標高400m
を越える山地）

回答

回答

合計

その他

人為的に持ち込まれた外来生物の野生化に
よる生態系への攪乱や生活環境被害

人と自然の関わりの希薄化による里山の荒
廃、野生動物の農耕地や市街地等への出没

都市化やグローバル化の進展による動植物
の生息・生育環境の減少・劣化

地球温暖化などの地球環境の変化による生
物多様性への影響

農地（水田、畑など）

河川（犀川、浅野川など）

湖沼（河北潟など）

海岸

36.7 

35.6 

8.9 

15.6 

3.3 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

都市化やグローバル化の進展による動植物の生息・生

育環境の減少・劣化

人と自然の関わりの希薄化による里山の荒廃、野生動

物の農耕地や市街地等への出没

人為的に持ち込まれた外来生物の野生化による生態

系への攪乱や生活環境被害

地球温暖化などの地球環境の変化による生物多様性

への影響

その他

23.3 

57.8 

54.9 

32.0 

72.3 

9.7 

23.8 

1.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

奥山（国見山や吉次山など標高400mを越える山地）

里山（台地、丘陵など）

市街地（街路樹、公園の緑地など）

農地（水田、畑など）

河川（犀川、浅野川など）

湖沼（河北潟など）

海岸

その他



問６　金沢市の伝統文化や食文化、風習などは金沢の豊かな自然と深く関わっているものが数多くあります。

        　 例えば、加賀友禅は、四季折々の花鳥風月をモチーフとし、虫食いなども表現しています。また、友禅流しと呼ばれる、糊や余分な染料を洗い流す作業は、

　　　　　川の流れといった自然の恵みを利用しています。他にも、金沢で醤油醸造が盛んになった理由の一つには、豊富な水があり、また雨の多い湿潤な気候が

　　　　　発酵におけるこうじ菌の育成に適していたからであると言われています。

　　　このような伝統・創造文化と自然のつながりを意識したことがありますか。

人数 %

いつも意識している 32 15.5

ときどき意識している 125 60.7

考えたことがない 48 23.3

合計 205 99.5

問７　「生物多様性」という言葉を知っていますか。

　　　　※生物多様性とは「生き物たちの豊かな個性とそのつながり」のことを言い、地球上には森、里、川など様々なタイプの自然の中に、多様な個性を持つ生きものたちが

　　　　　お互いにつながりあい、私たちのいのちと暮らしにつながる地球の環境を支えあっていることを表しています。

回答 人数 %

言葉の意味を知っている 85 41.3

93 45.1

知らない 26 12.6

合計 204 99.0

問８　農業や林業は、生きものに田畑や森林などの生息・生育の場を与え、生きていくための環境を保全することに

　　　役立っていますが、そのことを意識したことがありますか。

人数 %

40 19.4

120 58.3

43 20.9

203 98.5

意味は知らないが、聞いたことがある

いつも意識している

ときどき意識している

考えたことがない

合計

回答

回答
15.5 

60.7 

23.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

いつも意識している

ときどき意識している

考えたことがない

41.3 

45.1 

12.6 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

言葉の意味を知っている

意味は知らないが、聞いたことがある

知らない

19.4 

58.3 

20.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

いつも意識している

ときどき意識している

考えたことがない



問９　農作物や市民生活に被害をもたらし、生態系にも影響を与える外来生物を駆除する必要性についてどう思いますか。

人数 %

80 38.8

92 44.7

31 15.0

1 0.5

204 99.0

問１０　生物多様性を保全するため、地球上のさまざまな生物の生息・生育環境を守る取組みが進められていますが、

　　　　このことについて、あなたはどうお考えになりますか。

人数 %

77 37.4

122 59.2

3 1.5

202 98.1合計

回答

積極的に駆除をしていく必要が
あると思う

合計

抵抗はあるが、駆除することは
やむを得ないと思う

人に害をもたらす外来生物のみ
駆除すべきと思う

駆除する必要はないと思う

回答

人間生活がある程度制約されても、多種多
様な生物の生息・生育環境の保全を優先す
る

人間生活が制約されない程度に、多種多様
な生物の生息・生育環境の保全を進める

人間生活の豊かさや便利さを確保するため
には多種多様な生物の生息・生育環境が失
われてもやむを得ない

38.8 

44.7 

15.0 

0.5 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

積極的に駆除をしていく必要が

あると思う

抵抗はあるが、駆除することは

やむを得ないと思う

人に害をもたらす外来生物のみ

駆除すべきと思う

駆除する必要はないと思う

37.4 

59.2 

1.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

人間生活がある程度制約されても、多種多様な生物の

生息・生育環境の保全を優先する

人間生活が制約されない程度に、多種多様な生物の生

息・生育環境の保全を進める

人間生活の豊かさや便利さを確保するためには多種多

様な生物の生息・生育環境が失われてもやむを得ない



問１１　生物多様性を保全するために、行政が重点的に取り組むべきであると思うことは何ですか。３つまでお選びください。

人数 %

56 27.2

54 26.2

50 24.3

65 31.6

72 35.0

31 15.0

8 3.9

33 16.0

22 10.7

45 21.8

21 10.2

23 11.2

37 18.0

45 21.8

16 7.8

25 12.1

8 3.9

1 0.5

その他のご回答

・市民への呼びかけ

イノシシやサルなどによる農作物被害
の防止

カラスなどによる環境衛生被害の防止

森づくりの推進など多様な生きものが
暮らす環境の保全

回答

希少な動植物の保全

アライグマ、オオキンケイギクなどの
外来種による生態系への影響の防止

環境に配慮した農林漁業の推進

生物多様性に関する調査等の充実

環境教育の推進

生物多様性保全に関する普及啓発

森林や河川などの自然を気軽に楽しむ
ことができる施設の整備

気軽に自然環境を保全する活動に参加
できる場の提供

自然観察会など自然にふれあうイベン
トの開催

民間の開発行為や公共事業における野
生生物や自然環境への配慮

自然景観の保全

環境教育・保全活動のリーダーとなれ
る人材の育成

農林漁業者の後継者の育成

エコツーリズムやグリーンツーリズム
の推進

その他

56
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65

72
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8

33

22

45

21

23

37

45

16

25

8

1
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希少な動植物の保全

アライグマ、オオキンケイギクなどの外来種による生態

系への影響の防止

イノシシやサルなどによる農作物被害の防止

カラスなどによる環境衛生被害の防止

森づくりの推進など多様な生きものが暮らす環境の保全

環境に配慮した農林漁業の推進

生物多様性に関する調査等の充実

環境教育の推進

生物多様性保全に関する普及啓発

森林や河川などの自然を気軽に楽しむことができる施設

の整備

気軽に自然環境を保全する活動に参加できる場の提供

自然観察会など自然にふれあうイベントの開催

民間の開発行為や公共事業における野生生物や自然

環境への配慮

自然景観の保全

環境教育・保全活動のリーダーとなれる人材の育成

農林漁業者の後継者の育成

エコツーリズムやグリーンツーリズムの推進

その他



問１２　生物多様性を保全するために、企業や事業者が重点的に取り組むべきであると思うことは何ですか。３つまでお選び下さい。

人数 %

112 54.4

120 58.3

73 35.4

101 49.0

46 22.3

52 25.2

50 24.3

その他 0 0.0

無農薬の野菜や適切に管理された森
林の木材（間伐材）など生物多様性
に配慮した原材料の調達

環境にやさしい製品の開発

企業活動や事業活動が生物多様性に
及ぼす影響の把握

森づくりなどの緑化活動

回答

生物多様性に関する取組みなどの情
報提供

所有地内における生きものが生息・
生育できる緑化等の環境の整備

保全活動や研修会、自然環境調査など
NPOや行政の取組みへの参加・支援

54.4 

58.3 

35.4 

49.0 

22.3 

25.2 

24.3 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無農薬の野菜や適切に管理された森林の木材（間伐

材）など生物多様性に配慮した原材料の調達

環境にやさしい製品の開発

企業活動や事業活動が生物多様性に及ぼす影響の把

握

森づくりなどの緑化活動

生物多様性に関する取組みなどの情報提供

所有地内における生きものが生息・生育できる緑化等

の環境の整備

保全活動や研修会、自然環境調査などNPOや行政の
取組みへの参加・支援

その他



問１３　生物多様性を保全するために、農林漁業者が重点的に取り組むべきであると思うことは何ですか。

人数 %

110 37.7

47 16.1

82 28.1

51 17.5

2 0.7

292 100.0

その他のご回答

・積極的な野菜作りの推進

・自家菜園者が増大することは歓迎ですが、農薬や除草剤の無制限の使用は行政からの指導が必要と思われます

問１４　自然環境を豊かにするための活動に参加することについて、どう思いますか。

人数 %

17 8.3

99 48.1

87 42.2

2 1.0

205 99.5

回答

農薬や化学肥料の使用を押さえた、
環境保全型農業の推進

漁獲量の制限や稚魚の放流など、資
源管理型漁業の推進

まちなかの環境保全や食育など様々
な機能を持った都市農業の推進

森林の適切な管理や、間伐材の有効
利用

その他

合計

回答

すでに活動中である

機会があれば活動してみたい

実際の活動ではなく、地産地消を促
す食材等の購入など、間接的な形で
協力したい

参加したくない・興味がない

合計

37.7 

16.1 

28.1 

17.5 

0.7 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

農薬や化学肥料の使用を押さえた、環境保全型農業の

推進

まちなかの環境保全や食育など様々な機能を持った都

市農業の推進

森林の適切な管理や、間伐材の有効利用

漁獲量の制限や稚魚の放流など、資源管理型漁業の

推進

その他

8.3 

48.1 

42.2 

1.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

すでに活動中である

機会があれば活動してみたい

実際の活動ではなく、地産地消を促す食材等の購入な

ど、間接的な形で協力したい

参加したくない・興味がない



問１５　問１４で「すでに活動中である」または「機会があれば活動してみたい」と答えられた方におたずねします。

　　　　自然環境を豊かにする活動に参加するとしたら、具体的にどういった活動に参加したいですか。また参加されていますか。

人数 %

8 5.8

78 56.5

51 37.0

1 0.7

138 100.0

その他のご回答

・クリーンビーチいしかわにはいつも参加しています

問１６　自然を豊かにする活動に多数の方々が参加していただけるようにするためには、行政としてどのようなことが必要ですか。３つまでお選び下さい。

人数 %

89 43.2

82 39.8

61 29.6

50 24.3

64 31.1

142 68.9

4 1.9

その他のご回答

・エコポイントの様なポイント還元制度を取り入れる

・小・中学校の科目に取り入れて、子供の時から参加する

回答

回答

NPOなどに所属し、継続的に地域の
自然を豊かにする活動

自宅の庭やベランダでの緑化など、
個人で行える活動

その他

合計

自然環境に関する参加型のイベント

・個人で出来る事の情報提供

NPOなど各団体の活動に関する情報提供

植樹や間伐を行う活動場所の確保

現地で指導者となれる人材の育成

ホームページなどでの生きもの情報の発信

活動を主催する団体への財政的支援

自然環境に関する参加型イベントの開催

その他

・継続的取組みができる体制整備

5.8 

56.5 

37.0 

0.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

NPOなどに所属し、継続的に地域の自然を豊かにする
活動

自然環境に関する参加型のイベント

自宅の庭やベランダでの緑化など、個人で行える活動

その他

43.2 

39.8 

29.6 

24.3 

31.1 

68.9 

1.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

NPOなど各団体の活動に関する情報提供

植樹や間伐を行う活動場所の確保

現地で指導者となれる人材の育成

ホームページなどでの生きもの情報の発信

活動を主催する団体への財政的支援

自然環境に関する参加型イベントの開催

その他



問１７　自然と共生していくためには、市民一人ひとりの行動も重要です。

　　　　そのための行動として現在行っていることはありますか。あてはまるものを全て選んでください。

人数 %

148 71.8

123 59.7

76 36.9

70 34.0

23 11.2

21 10.2

15 7.3

15 7.3

11 5.3

5 2.4

その他のご回答

・意識はしていないが、地元の人が作った野菜で今年はまかなえている。ベランダ菜園をしている

・自家菜園の畑でなるべく雑草を極力除草剤は使わない。農薬は意識的に制限している

・自然と共生とは直接つながりませんができることとしてダンボールコンポストで作った肥料や、落ち葉、刈った草なども庭で利用しています

・庭の植木などへの水やり

・無農薬の野菜つくりを実践している

発展途上国の原料や製品を公正な価格
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問１８　生物多様性の保全や、金沢市の自然であなたが好きなもの、大切にしたいもの、未来に残したいものについて

　　　　ご意見やご提案がありましたら、ご自由にお書きください。

・犀川の美しい自然と、そこで散歩している人たちを見ているとなんだか落ち着いた気分になって好きな場所のひとつです。自然と動物、そして人間がうまく共存出
来るように考えていくべきだと思います。

・金沢には、自然豊かな里山が残っておりこれを守り育てていくことに貢献したい。また、キゴ山などの星のきれいに見える場所の保全も必要と思います。

・緑あふれる街並み。近くで自然と接することのできる散策コースとして卯辰山。

・ホタルが生息している自然環境を未来に残していかなければと思います。

・市内に公園や緑地が多くあるが手入れの行き届いてない所が多くある。近くの町会に依頼したらよい。（長坂台小学校の隣の公園）

・森林等を保全整備することは海を豊かにすることに繋がる。荒れ放題の森林の整備が急務である。

・なんと言ってもまず共生していくためには、人間の経済活動に大きく関わり、ひとが手を加えなければ育成できない生物があるということを把握することだと思い
ます。食の金沢！と言うからには、海の幸。それを育てる山の保水環境。里山の保全。すべて関係している連鎖。わたしたちが小さな事でも人間ありきで考えるので
はなく、自然ありきで生きていられるということを、まずは理解を深める活動が望まれるように感じます。市街地のセミも少なくなったなあ。自然館でも市長、建て
ませんか？？

・私は野田山墓地を、散策するのが好きですが、無縁墓が多く見られます。その為その周辺も、草ぼうぼうの状態になっていて、景観的にも良くないと思います。又
周辺で行われている、家庭菜園も、実が残っていたりして、里山に熊等が出る原因ではないかと思いますが。

・引っ越してきたばかりですが、近くには、美しい山があり、海があり、川があり、クワガタなどの昆虫もいて、子育てにとても適した場所で、気に入ってます。

・兼六園や海浜公園と里山では、その対応が違うと思いますので、それらを考慮した形でお願いします。

・カラスによる環境衛生及び睡眠障害の被害を受けています。私は大手町に住んでいます。毎朝５時前後からカラスの鳴き声で目を覚まされます。また電柱の下には
カラスの糞で真っ白になって臭くてしようがありません。夜近辺を徒歩していると、電柱の上にはカラスが団体で休んでいます。やや臭いです。大手町から近江町市
場にかけて無電柱化をしましたが、裏通りには一層カラスの被害が集中しています。観光客も多く通っており、足場を気にしながら金沢城に向かっています。新幹線
開通で金沢の観光が脚光を浴びていますが、カラス被害が話題になると、その人気が心配です。カラス個数をもっと減らす対策をお願いしたいものです。

・外来生物は何故ふえたのか、いのししが能登まで行っているなど各機関の対応が遅れた部分があると思います。即対応する事が必要と感じます。役所もスピーディ
に対応お願いします（関連各機関と連携して）です。

・四季折々の兼六園の景観は素晴らしく、未来に残していきたいと思います。

・金沢市の魅力は海、山、川がすぐ近くにあることだと思いますし、比較的環境保全はなされているのではないかと思います。

・白山の山々。川。田んぼ、畑、土、など。四季の恵みを五感で感じられる町だと思います！

・30代ですが、今、新しい住宅地や新しい道路ができているような場所には、私が子供の頃は畑や田んぼが沢山ありました。夏前にはアマガエルがあちこちに、秋に
は赤とんぼが空いっぱいに飛んでいたものです。人口の増加や住みやすい環境整備の為に、懐かしい田舎と言われるような風景がなくなるのは多少残念に思います
が、仕方のない事であるとも思っています。ですが、金沢は、都市化の場所もあれば、のどかな風景のある両方を兼ね備える場所であって欲しいと思います。あとも
う一点。最近は山から熊が降りてきて人を襲うニュースが多くなっているように思う。能登の方ではイノシシが田畑に入り、イノシシが通った後の米は臭くて商品に
ならないという現実は誰も知らないのではないでしょうか。イノシシの数がすごい勢いで増えて、電気線で対応している農家もあるそうです。この原因の１つには森
林で動物の住む環境が良くないからというのがあります。人間の生命を脅かしたり、せっかく育てた米を廃棄しなければならないという、そちらの問題を優先に考え
てあげて欲しいと思います。

・卯辰山、キゴ山など山の自然もあり、金石など海でも遊ぶことが出来る。また犀川や浅野川でつり、川遊びもできたりと身近に自然があり触れ合うことが出来るこ
とは素晴らしいことだと思う。このままであってほしい。自然に生きるものの邪魔をせずに共存していくのが理想だが、現在の社会は人間の都合のいいように動いて
いることは間違いない。森林伐採、宅地開発などにより動物のすみかや食料がなくなり人間の住む場所に出てくる⇒出てきた動物を駆除このように人間の都合で自然
を壊すから上記のようなことが起こる。あるがままの自然、その自然を活用して人間が生活できれば…と思います。

・水田を残してほしい。住宅地や商業地に変えていくのは，もったいない。

・観光地以外の緑の管理が気になります。

・自然に親しみ、人との関わりなどは学校で指導していただきたい。また、農水省などと連絡をとり、参加型のイベントを企画してほしい。

・金沢の山 川 海で一番触れ合いにくいのは海だと思うので、砂浜の整備などをすることで、海の生き物や環境にも興味を持つことができるのではないかと思いま
す。



・犀川や浅野川などの景観が素晴らしい。名前が付いている坂道が幾つもあって、歩くのがとても楽しいです。

・広坂付近は都会だけども緑がたくさんあって落ち着きます。

・金沢市の河川は下水道の普及や護岸整備、公園化により、きれいに整備され清らかな流れになりました。しかし子どもたちが安全に遊べ、生き物と触れ合う河川が
少ないと思います。都市部の中に子どもたちが自然と触れ合うスペースがあればいいと思います。

・大乗寺丘陵公園の近くに住んでいます。公園の中は芝生、季節の花々は綺麗に咲きます。その時期は気分はなごみますが、以前によく野鳥が家の周りに季節ごとに
飛び回りさえずりの声を聴けました。最近はほとんど聞けません。川べりの蛍さえも時期が来ても見当たりません。大乗寺公園に以前の野鳥のさえずりや蛍が見られ
ればと願っています。

・要望・・・回答する立場になって設問設計していただきたい（回答数の絞り込み、相互関連で選定困難な設問など）。
意見・・・○ 環境問題の解は「市民の心にあり」。市民参加型で、気が付けば生物多様性意識がしっかり「身に付いた」と感じられるような施策を開発するべきで
ある。（全国的には素晴らしい参加型の事例が多々ありますので大いに取り組んでいただきたい）。

・是非、身近な自然を大切にできるような活動(自然フォトコンテストなど)を開いてほしい。

・とにかく緑を増やして欲しいと思っています。街中は結構綺麗に整備されているが鶴来の街中などが参考になるのでは

・子どもの小さかったころ20年～30年前には家のまわりにアマガエル、かたつむり、ヤモリ、へび、蛍など季節には必ず見れたのにいまでは全くといっても過言でな
いくらいいなくなった。嫁いできたころはちょっとすくんだこともあったが今では懐かしく、また異変が気になっている。

・犀川と浅野川を取り巻く環境は大切にしたい。

・蛍が住める環境を残したいです

・地球温暖化の影響も受け、海、川、山の自然環境、生物にも害をもたらしていると思います。地球上の自然環境を大切さを願います。

・金沢城公園や白鳥路、中央公園など、金沢は街の中心部でも緑が豊かであるところが好きです。浅野川と犀川も、ずいぶん景観は変わりましたが、水鳥のコロニー
がまだ多数見受けられます。この二つの川は金沢を象徴しているように感じていますので、その生物多様性はぜひ守っていきたいと思います。

・緑があるところ身近に行ける山があるところ金沢市に住んで良かったと思います。

・金沢市でも田舎の方に住んでいるのですが、家の前に蛍が飛んでいたのには驚きました。毎年、近所の川に蛍を鑑賞しに行くのですが、年々数が減っているように
思います。都市化も必要とは思いますが、自然を全く感じられない都市化はしてほしくないと思います。

・四季を感じることができる場所を増やして欲しい。

・地元のスーパーで福島県産や北海道産のきゅうりが3本98円で売っている。県内で作っているきゅうりはどこへ流通しているのだろう。輸送コストや新鮮さを考え
ると地産地消が望ましい。

・都市における寺社空間(社叢)の活用と保存

・街中の緑化への取り組みについて、例えば街路樹の設置など、確かに必要なことだとは思うが、運転中に視界が遮られるなど、安全面にも配慮して欲しい。

・夫が勤務する会社一帯の工業団地では，年2回森林ボランティアの参加を呼び掛けています。２～３才の小さなお子さんだと，足元がおぼつかなかったり，のこぎ
りなどの刃物を扱うのは危ないので参加しづらいけど，小学生のお子さんなら親と一緒に森林ボランティアに参加することで，自然の在り方や木の生育に何が必要か
を体感的に学べるので良い機会になると思います。環境関係のボランティアの情報があまりされていないような気がするので，学校の掲示板などで募集をかけるのは
如何でしょうか。

・海・川・山が近く四季の自然豊かな金沢は住民だけでなく、観光客にとっても魅力的なものと思う。伝統産業だけでなく、自然をアピールし体験してもらうのも良
いのではないか。

・街中に豊かな自然が残った金沢のたたずまい。山～街～海がコンパクトにまとまっている金沢の自然環境をバランス良く開発・保全していって欲しい。

・古い街並みは、その町があった時代からの自然環境が周囲に残っていてこそ、訪れる価値があるものと思います。川と緑が優しく包んでいる街、そんな金沢を残し
ていただきたい。別件ですが、ひがし茶屋街にも多く残っている燕の巣に接近して写真を撮ったりする観光客が目立ちますが、鳥は勤続やガラスの光を怖がり、また
人間が近寄ることでストレスを与えます。さりげなく注意をする係の人を配置できればと思います。

・街中に緑が多い事に心が癒されています。その自然を大切にしたいと思います。街路樹の所に雑草が生えているのを見るとむしりたくなるのですが、勝手にやるの
もどうなんだろう？と思ってしていません。街路樹が無いスペースに余った花の種なんか蒔きたいなぁ。とも思ったりします。なにかそういう気軽に出来るボラン
ティア活動を企画運営してくれるところがあるといいのになぁと思います。例えば不登校の子供たちと一緒にここの地域の雑草を取って花を植える活動とか。子供も
他人と触れ合う機会が持てるし、人の役にたつ自信にも繋がるかと思います。刈った雑草をたい肥にして植えた花に使うとかもいいな、と思いました。



・身近に里海里山があり、緑広がる田畑に集まってくる、多種の鳥、小動物、昆虫がいて環境のサイクルをずっと見続けていくための情報と取組を提供してくださ
い。

・一つの行政区域でこれだけ多様の自然がそろっている都市は少ないと思います。それぞれを大切に未来に残すべきと思います。１．１０００mを超える高い山、
２．水源地から河口まである河川　３．湖沼　４．海岸　５．広い森林地帯

・松くい虫駆除、アメリカシロシトリ散布等は出来るだけ避けたいと思うが、生物多様性と人間環境維持の二兎を追うのは大変。合意点を何処に設定するかの基準作
りが必要か。

・川のある風景

・県外から金沢に来てびっくりしたのは、大きな鳥が飛んでいたこと。とんび？動物園から逃げ出したかと思いました。それだけ自然が人の生活圏に近いのだと感じ
た。ビルと田んぼが共存する金沢。なんとも不思議な光景です。

・大好きな自然は市街地に見える山の景色、住宅の屋根を超えて垣間見える樹木のある景色が好きです。不必要な開発をするべきではないと思っています。田・畑が
飛び地で存在するのではなく、一連の生態系の保存のつながる環境を維持するべきだと考えます。

・中山間地に住んでおり、住宅等規制があり不便さもありますが、逆に自然環境は維持されているように感じています。利便性は高まれど後世に大切なものは一度失
うと元に戻すのは大変ですので、長期的スパンでの計画をお願いします。

・新築の行政関連の建物は、必ずソーラー発電をする。計画的に小水力発電を設置してほしい。金沢を環境都市として全国にアピールしてほしい。

・犀川や大乗寺丘陵公園は緑が多くて好きですので、この緑を大切に残しておきたいです。

・子供のころに遊んだ海浜公園が好きです。大人が考えたすばらしい自然ではなく、子供が遊べる身近な自然を残すことも重要だと思う。

・街の中心部である兼六園や白鳥路でホタルが見ることができるのは、素晴らしいことで、これからもこの環境を守り続けたいと思います。

・ミドリガメやアメリカザリガニなど、身近な外来種が増え、生態系に影響を与えている報道を見ます。捕獲し提出したら、何かポイントをもらえるなど、子供が楽
しんで駆除に参加出来るような機会があるといいと思います。（夕日寺自然公園でそのような催しがあったような。いいなと思いました）

・金沢は公園や街路樹など緑が多いと思う。今後も緑を大切にする市民参加型の運動をもりあげていってほしいと思う。

・浅野川の景観が好きだ。たいへん金沢らしい素敵なものだ。観光客が楽しむのはもちろん、地元民がくつろげる、ほっとするものでもある。

・加賀野菜等地元で取れたものを使った料理のコンテストをテレビ放送したり、人が多く集まる金沢駅、香林坊等とかで地元でとれた野菜、くだものを季節ごとに実
物を展示販売アピールする。地元のきれいな川に住んでるごりの展示、金沢港直送のとれたてのかに、ぶりなど地元の旬でおいしいものを人どおりの多い場所でア
ピールする。

・街中から、すぐのところに山・川があり・兼六園があります。何でも新しい施設ばかりではなく自然が近くにある事を市民や観光客の皆様に、気づいて戴きふれあ
う機会が有ったらいいと思います。主計町茶屋街並びにあるトイレ付きの公園？の真ん中の辺りは中途半端な感じがします。昔は、水がもっとたくさん流れ花が綺麗
なイメージがありましたが。カラスのふん害もまた気になるところです。大量に道路にあふれ雨でも降った時には臭い・滑りやすい等で嫌な思いをします。

・最近クマが目撃されることが多くなってきました。クマを山に戻してもまた戻ってくると思います。人に危害を与えないように、人にけがさせたりした場合は処分
することも考えてほしいと思います。人の命を一番にお願いします。

・街中でも感じられる緑がある環境。

・住んでいる地域によって異なるが、昔に比べて、子供たちだけで行けるところの自然環境（田畑含めて）が減っている。昔から苦手な人はもちろん居たが、最近は
特に虫や蛙、魚などに触れない子どもが増えているように感じる。

・河川の水質の維持保全は最優先課題。「金沢の水」で不良商品を市場に出してしまうなど、言語道断。

・県の中央公園は絶対に以前の方が木々も多く、安らげる場所だった。今の公園は名前も変えてしまい、もう行きたくない場所となってしまった。なぜ、市民の反対
を押し切って変えてしまったのか疑問が残るし、残念だ。なんでも整備すればいいのではなく、昔から残るものをもっと大切にして、利用している人の声を聞いて保
全していくことが大切なのではないか。姉妹都市公園もよく利用するが、木々の名称が分かる札を増やしたり、花の見ごろの時期には何かイベントなどを開くといい
のではないか。富樫のバラ園や、姉妹都市公園のバラの見ごろの時期にはバラを育てる講習会を開くとか、剪定するときにバラの花を欲しい人に配るとか、いろいろ
できることがあるのになぜしないんだろうと思う。自分が市の職員だったらいろんなことを提案できると思うのに、市は何も考えていないように思える。市でやって
いる花のイベントは市役所広場や大乗寺丘陵公園で開かれているのがあると思うが、人数も限っていたり、遠かったりで行けないイベントが多い。近くの公園でのイ
ベントに参加できるよう、市のあちこちで開催したらどうか。

・ほたるを見ることができる小川があること。生き物を捕まえて観察できる田んぼや池。



・山の自然

・医王山系は好きです。日帰りハイキングは年数回行きます。もっと色々なコースが有ったらいいなぁ～

・金時草や源助だいこんなど、金沢に再び住んで、じわもんのよさをあらためて実感しています。

・上田上橋から浅野川大橋まで時々ウオーキングしています。浅野川や山側環状でゴミが散乱している光景を見ると良い感じがしません。市民一人一人が、自然や環
境問題に気をつけてほしいと思います。それには、自宅周辺から綺麗にする事が大切だと思います。

・私は、近くを流れる伏見川があまりにもごみが多かったので、１０年程前に呼び掛けて毎年町会で清掃活動を実施し、今では大分きれいになりました。そして、共
同で活動しようと近隣の町会に呼び掛けていますが、なかなか賛同する町会が有りません。そこで、一斉美化清掃デ－のように「金沢市全体で一斉に近くの川を清掃
する日」を設けては如何でしょうか。一斉美化清掃デ－には毎年参加していますが、最近では道路に落ちているごみがほとんど無くて、ごみを見つけるのに困ること
がよくあります。'

・金沢の地理的特徴と自然景観（犀川、浅野川、寺町台地、小立野台地、用水や各緑地帯など）をしっかり保全、整備して、未来に残していけたらと思う。生活の身
近なところでさらに自然が感じられるよう、そのような空間をもっともっと増やして行ってほしい。５０年前と比べると蛍、セミ、トンボ、蝶、川魚、雀、燕は減っ
ているように思う。

・親が子どもと一緒に取り組むことが必要であると考えています。農業世界遺産のバスツアーに2度ほど参加しましたが、とてもよかったです。機会があれば子ども
を連れてもっと参加したいと思っています。

・金沢市の山間部の緑、川の生物環境を出来るだけそのまま次の世紀へと残しておきたい。川魚のごりが昔は犀川でよく獲れていたそうなので、漁をする風情がまた
復活出来る様になれると良いのですが。

・現在もできていますけどこれからも公園の整備などに力を入れて欲しい。大乗寺丘陵公園は、たまに行きますけどいい公園だと思います。

・金沢市には数多くの川が流れているが、それらの川を大切にしたい。生き物の住みやすい、季節の植物が見られる自然に近い姿がいいと思うが、洪水を未然に防ぐ
ため、また景観を大切にするため、定期的に河川の中州を掘り起こし草を一本残らず刈ることがある。そんな時は鳥の数、種類が減り、魚の泳ぐ姿も殆ど見られなく
なる。ほどほどということは難しいでしょうが・・・・

・やはり金沢を代表する河川、犀川と浅野川の景観は大切にしていってほしいです。おとこ川とおんな川の雰囲気が本当に好きです。

・二俣は自然豊かで、紙すきなど体験できて好きなところです。

・金沢市には、人工的ではあるけれど、街中にたくさんの緑地や公園があります。ちょっとしたほっと一息つけるスポットがほうぼうに有るのはとても良い事だと思
います。ただ、整備が追い付いていないところもあります。岩の間から生えている草や水の流れていない水路等、もう少し整備していただけると癒しのスポットとし
て更によくなると思います。中央公園は以前の温かい雰囲気から全国どこにでも有るありふれた公園に成ってしまったので、街中の森のような公園がもっとできると
良いと思います。現在ある卯辰山などをもっと金沢の自然環境として観光としても市民の憩いの場としても活用できるよう整えてほしいです。我が家付近にはくまも
出没しますが、くまとの共存についても考えてほしいです。

・兼六園や金沢城、広坂周辺の緑をぜひ残してもらいたいです。公園としての整備もある程度は必要なのかもしれませんが、他の地区でも見られるような芝生や花を
新たに植えるより、これまであった自然をなるべく残すようにしたほうが金沢の独自性が感じられてよいかと思います。

・できるだけ自然を残そうとしている公園があるところが嬉しいです。

・夕日寺自然園や卯辰山・湿園などの四季にあった楽しみ方の紹介。

・沢水を利用している地域があると聞いたことがあるが市民でもあまり知らないので情報が得られれば良いと思う。

・身近にある川、用水の保全・整備。ドジョウ、メダカ、ザリガニ、カニ等の生育できる環境。

・現在残っている河北潟とＮＰＯ法人の湖沼研究所にもっと人材、資金を投入し拡大し、市民に広報、ＴＶ等でＰＲ。浅野川、犀川の保全、例えば友禅燈籠流しなど
で川の流れを変えて中洲を無くし色んな鳥たちが姿をけしたりするのは避けたいものです。
金沢城本丸園地の「モリアオガエル」は絶滅させたくはないです。石垣に棲んでいた「たかちほへび」は見なくなりました。
近くの公園の緑地の木々のセミの鳴き声が聞かれなくなった様に思う。蟻の大群に食べられているのではないでしょうか、毎朝蝉の羽のみがあちこちに落ちていま
す。白鳥路の水路は「蛍」だけでなくもっと広い目で利用方法を検討すべし。市内にある公園緑地の、管理されていないほったらかしの所は、市の管理者が当該公園
愛護団体に働きかけて簡単な「ジオトープ」様なものを作り、地域の皆さんに意識づけする。

・犀川、浅野川の上流から河口までの流域とそこに生育する動植物。

・金沢産のドジョウの復活。

・海も山も近くにある金沢は、他地域の人に自慢したいくらい素敵な環境だと思う。できるだけ街中に緑を残しながら、観光化、都市化を進めていただきたい。ま
た、犀川、浅野川の河川をさらに整備して、市民の憩いの場が増えると良いと思う。



・好きな場所は大乗寺丘陵公園。開発される前に公園にしてしまうという前市長の決断を評価します。

・金沢大学の移転やもりの里田上地区の住宅開発など、山の方へ山の方へと開拓が進み、その結果クマが多く出没することになっていると思われます。なぜ自然を壊
してまでこの地域に進出することになったか疑問です。世話をする人が年をとり、今まで畑や田んぼだったところがどんどん駐車場になります。地域の子どもが農業
体験できるような土地にしてみてはどうでしょうか。

・県外出身者ですが、金沢でよく見かける野鳥の種類はかなり豊富だと思います。今後とも大切にしていただけたらと思います。

・金沢市で暮らす一人ひとりの暮らしに、生物多様性がどのようにかかわっているのかを実感するのは難しいことですが、私たち一人ひとりの生存と未来に大きくか
かわっていることは、まぎれもない事実でしょう。それは地球レベルの重要な課題だと思います。みんなで考える大切なテーマですね。

・鈴木大拙館の裏山など自然がそのまま残っているところを、観光地化するのではなくそっと残して欲しいなと思います。

・何をどう具体的に行動したらよいかわからない人が多くいると思う。私も、その一人。老若男女問わず知る機会を取るべき。保育園や介護施設、イベント会場な
ど。

・金沢は大小さまざまな川（用水を含む）によって自然や伝統文化を感じさせてくれる都市です。そのわりに川のゴミが気になります。それと、海岸線の汚れが気に
なります。

・金沢市行政だけで取り組むのではなく、石川県行政とともに、重なった部分を増やし手を取り合って欲しい。

・外来種に対して目を向けやすいが、身近なところでの野良犬・野良猫問題がある。野良犬は最近、目にしないが、野良猫はまだまだ多い。避妊への助成金充実や地
域猫としての共生の仕組みをきちんと作る必要がある。最初から野良はいないのです。人間の勝手で野良生活を送らざるをえないのです。

・便利な生活を求めると自然が失われてる気がする。新しい道路や、お店や工場などの進出で田畑や山がなくなってるのでそこまで開発しなくていいと思う。

・出来るだけ、今のままの姿を残してほしい。

・東京などに比べ本当に手近なところに触れ合える自然がありとても癒されます。石川県、金沢市は自然との融合がうまく出来ていると感じます。（特に近所の犀川
などはとても気に入っています）今後も開発と保護という背反二律の作業を上手く進めて頂きたいと考えます。

・金沢市の市街化による自然が減少している。金沢市の考えることを知りたい。

・里山保全には力をいれてほしい。

・『生物多様性の保全』と一言で言っても中々その実効性は難しい現状ではないかと思います。その為には、生物学的な勉強も必要になってくるだろうし、どの様な
状態になっているのかという把握も、詳細の調査や統計を知る必要も出てくると思います。その為の時間も多忙な暮らしの中で、いかに見つけやって行けるかといっ
た事も課題になってくるのではないかと思いました。

・浅野川の橋場町の浅野川大橋の下の河原の風景が好きです。

・先人が残した用水が今も使われている。ここには、いろいろな生物も生きており、これを維持保全することが必要と思います。農業人口が減少していくと、維持管
理まで手が回らなくなることが懸念されることから、今後は金沢の財産として行政ばかりでなく、民間企業にもＰＲし、財政的な支援や維持ボランティアを求め、側
面からサポートして後世に伝えていく必要があると考えます。

・市街地でのクマ出没情報を最近よく見聞きするがいろいろな原因が考えられる中で共生する難しさも感じる。

・今現在あるものとは違うが、私が幼い頃、兼六園の近くに小さな公園があり、もう動かない電車や動物のおりがいくつかあった。何の動物がいたかよく覚えていな
いが、フクロウがいたのは覚えている。私はその場所が大好きで、そこからの帰り道は広坂通りの鯉を見るのが好きだったが、動物がいた公園はいつの間にかなく
なってしまい、広坂の鯉も、車が走っているから今は危なくて近寄る事もなくなってしまった。動物にとって狭いおりは可哀想なのかもしれないが、石川動物園や津
幡の森林公園へ行かなくても、あの公園があったら、街中で動物を見る事が出来たのにと思うと残念だ。美術館や伝統工芸的な建物も金沢らしくていいが、子供も喜
ぶ動物を身近に感じられる場所が、金沢の中心地にあったら、もっと生き物を身近に感じられるような気がする。高岡市の古城公園のような、小規模でも動物がいる
公園や、萩や津和野、郡上八幡などの街中の鯉など金沢にもあるといいのにな、と思う。

・近年、市内で蛍をみることができるようになりました。こういった環境は今後も維持していきたいと思います。自然環境の維持は難しいと思います。行政のかかわ
りとして単に一時的な支援だけでは意味がないと思いますので、市民や企業も一体となって継続的にできる施策をご検討いただければと思います。

・犀川の清い流れが好きです。

・自然といえるかは分かりませんが、近所に流れている川や側溝の水が割ときれいで、ハヤ、ザリガニ、カニなどの生き物が生息しています。そこで近所の子供たち
が網を持って遊んでいる風景を見て、生き物が住める綺麗な水を大切にしていきたいなと思いました。またこの間、駅西合同庁舎の脇に流れている小さな川を覗き込
んだ際、ドジョウとカニを発見しました。今まで私が住んできた地域には、なかなか身近にそういった生物がいなかったのでとても感動しました。

・川、海の汚染は酷い。もっと綺麗になればいい。



・地元でとれた食材を食べていきたい。そのためには食材が育つような水と空気の安全を守るよう意識したい。

・浅野川、卯辰山のそばに住んでいますが、この両方は大切にしていきたいですね。

・自然は残したいと思うが実際どのような行動をとればよいのかがわからない。

・自分も含め、“金沢市の自然”をあまり知らない者に、知る機会や教育の場があるといいと思います。

貴重なご意見をどうもありがとうございました。

今回頂戴したアンケート結果は、金沢市の生物多様性保全を推進するための基本計画となる

「金沢市生物多様性地域戦略」を策定する際の参考とさせていただきます。


